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小学校体育科における学習カードの活用と検討
学習開発分野 (14220907) 工藤美波
本研究では，小学校体育の授業における学習カードの利用を踏まえて，児童の主桝枕
学びを促し，運動に対する理解を高めるだけでなく，技能の習得の際にも有効な学習カー
ドの活用を検討することを目的とした。児童がどのように学習カードを活用し学んでいる
のかを，授難識と学習カードへの言E述内容から樹すした。その結果，技能を習得する初
期段階，つまり単元の導入の課題発見の段階で，できないことを理解するのに学習カード
が有効であることが明らかになった。
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1 問題の所在と方法
(1)問題の所在
平成20年改訂学習指導要領の下で，児童の「生
きるjJJの育成を目指し，児童由主主榊告に学習に
取り組む態度を養いs個性を生かす教育に努める
ように示されている。
対闘学省(以下「掛ヰ省J)は.r各学校では，
各教科の学習活動の特質，評価の観点.-{併価基準，
評価の場面や児童の発達段階に応じて，観察，児
童との対話，ノート，ワークシート，学習カードs
作品，レポート，ペーパーテスト，質問紙，面接
などの様々な評価方法の中から，その場面におけ
る児童の学習の状況を的確に評価する必要があ
る。」と明記している。ことから，学習カー ドとは，
評価方法の一つであるという認識が強い。
その一方で，文科省は. r開面を適切に行うと
いう点のみでいえはできるだけ多様な評価を行
い，多くの情報を得ることが重要であるが，他方，
このことにより評価に追われてしまえば，十分に
指導できなくなる恐れがある。」とも述べている。
岐阜県総合教育センターのホームページによ
ると，子どもにとっての学蛍カード活用の意義は
子どもが主体的に学ぶ力を身に付けることができ
ることである。
体育においては，学習カードを活用している授
業が多く見られる。子どもにとっても，主榊枕
学びを支える道具の一つであり，事組市にとっては，
評価ぷ法のーっとしても用いられている場合が多
く，互いに価値があるものとして使用されている。
しかし，実際の現場では，子どもが自分の書いた
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振り返りを自発的に読み返し，自らの課題をこれ
までの学びと関連させながら本時の学びに取り組
むといった理想の活用には未だに至っていないの
が現状である。
(2)研究の目的
本研究において，子どもの主体的な学び制起し，
子どもの技能の理解を深め，運動有能感や成功体
験を味わせる「わかってできる体育Jの補助教材
のーっとして，学習カードの有効性の検討やより
よい学習カードの検討を実践から行う。
(3)研究の方法
教耳藤専門実習Eでの学習カードを用いた実践の
授業証録や学習カードの託述内容をもとに研究を
進めるα
2 先行研涜の検討
(1)学習カードにおける現状
日;景ら(2004)によると，調査対象校では，体育
科の授業において学習カードを活用していると回
答した教師は「全領域で活用」と「ほとんどの領
域で活用」を合わせると約9割の教師が学習カー
ドを作成しているという実態が明らかになった。
そのーみで，実際の学習活動における学習カード
の活用からは，膨大な記録内容を生かしきれてい
ないという傾向が浮かびあがり，多くの騨市から，
コメントの記入等が負担In惑じている，とも述べ
ているロさらに，学留カードの記入等に時間がか
かり，運動量が確保できていないことについても
言及している。藤田(2009)は，実際の休育の学習
活動では，輔市による[由被指導が行き届かないの
が現状であり，そのため，学習カードや補助具の
活用が必要になると指摘する。体育の場合は，教
師による個別指導や直接指導が技能を樹尋する上
で重要な役割を果たすが，実際の現場では毎時間
すべての児童に1分な指導を行うのは難しい。そ
ういった現状を踏まえて，学習カードが現場で高
い害j合で用いられているにも関わらず，学習カー
ドや学習カードへの児童の言E述内容を生かしきれ
ていないという課題がある。
(2)学習カードに求められていること
日景ら(2004)は，多くの小学校や中学校におけ
る体育学習では，学習カードやノートを児童生徒
の「振り返り活動Jに利用していることを挙げ，そ
の主な目的は課題学習を通じて，児童生徒が自己
評価したことを自らのステップアップに生かすこ
と，と述べている。しかし，渡漣ら(2∞6)は.r学
習を効率的に進めたり学習の成呆を高めたりする
にはテキストを活用することが求められているが，
必ずしも寸分な取り組みをしている学校が多いと
は言えない。」と述べている。さらに日景ら (2004)
は，学習カードに求められる要素にも言及してお
り，児童が学習カードの活用を体育学習に役立っ
と実感でき，教師が学習集団の情報を収集しやす
く，実際の授業現場においてフィードパックでき
ること，と述べている。また，運動に対する関心・
意欲・態度ヰ活動についての知識・理解は高まっ
たが運動技能が伴わないとし、った課題を持った児
童には，問題解決の時間を確保し， r自分はそれば
できる」という実感を味わうことができるように
する工夫が求められる，と言及している。
以上から，体育の授業において，児童の運動に
対する知識・理解の高まりや技の習得の際にも学
習カードがより重姿な役割を果たすと考えられる。
3 実践，結果と考察(明らかになったこと)
教職専門実習Eでは山形市内A小学校で授業を
行ったo 対象児童は第6学年14名(男子8名，女
子6名)で領域は器械運動である。 4時間という
短い単λ設定だったので，既に習得している技を
より美しくすることを目標とした。本初I究では，
筆者が作成したアドバイスが書かれたカードと，
児童が記録するカードの両者を「学習カード』と
呼ぶこととする。
(1)児童の活動の様子由、ら
学脅カードの使い方明改Eの行芳を説明した上
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で，ベアでお互いに教え合いながら活動を進めた。
以下は， 1時間関のベアで前転の練習をしている
様子の授難議主である。
C 1 :ヌ_d_~Z:り期務安易及空費方:::J'安易事1，，:rt;;:
豆長之島竺fろ史づ:;.:J:J主賓虻史あゴ空支ふ少し飛んで
って書いであるから，立って少し飛んで手を速くに付
ける
Cz:おっけし九 (OK)
ωpしマットを蹴って，遠くに手を付けて前転してみ
ると前回は回転の途中で曲がってしまったが，今回は
最後の着地までできるようになった)
C2:これとぴ前転た羽も
C ， :望~2少し飛んでって書いであるから
C2:l:::豆交会主務ぷ佼u額一
(もう一度やってみるが，回転の途中で崩れてしま
う。)
C，:なんでいうの?
cd足曲げてない?
C ， :うん，足曲がって弘法gあ主2ZLζ .ì，-Z'2'，_~ê塑È
:::1:玄貫主1，，>7.員'."'1.あ!わかった!遠心力!頭こう
じゃん?だから勢いつけると頑こうじゃん?(学習カ
ドーの終末局面の技能の絵を指さしながら)
C2:うん(うf討皐きながら話を聞いている)
C 1:それと足?頭が遠心力かかるとぐんってくるじゃ
ん?だから頭がここらへんだとして，足は軽いから，
ここでピタッとついて上手く止まる。
Cz:いくよ信t転をする)
cl:お!いいね!
Cz:きれい?
C，:ちょっとね
1時間目の授鮪鳴から，※1※3のように，動
作を見合いおi互いの動作を確認する際には，学習
カ}ドのような話し合う素材があることにより学
習を充実させる。このようなベアで教え合う姿は
ほとんどのベアで見られた。今回，ベアで教え合
うとし、う学習形猿で授業を進めていたが，お互い
が輔臓を果たすことで糊リ指導が必要掛轍運
動の単元では効凍的だったと考えられる。学習カ
ードが子ども同士で自ら課題を発見し合い，解決
に向かうという主体的な学習を促す要因になって
いるのではないかと考える。さらに，学習カード
をもとに技能を見て，言葉にして表現することに
よって，技能への理解が深まっていくのではない
かと考える。
しかし，※2のように，副読本の中の身体運動
を表現する図解をそのままの形で活用したため，
言語が漠然としていて理解できない場合が多いこ
ともある。副読本の言己主はより分かりやすくとい
う意図があるため，児童によってはま踏を実際の
動作としてイメージができない児童もいる。 C2
のように「とぶ」という動作をイメージできない
場合もある。そういった場合には教科書の用語を
目の前の児童の思考の段階にそって分かりやすく
解説を入れるなど，教科書の文言の工夫も必要に
なることが示唆された。以下は，本単元の 3時間
目にあたる授業の授類故主である。とび前転の練
習をしている様子である。
cs:だからさ， OO(ベアの子の名前)はさ，とんでパチッ
ととここに(手を)ついてるじゃん?(マットに手をつ
くジェスチャーをしながら)だからそれを少し我慢し
て，ここについて鍾くを指さしながら)
C4:は?こう飛んでやるの?(マットに手をついてから滑
らせる動作をして)
cs:だからそういうことじゃなくて。えーわかんないよ
(不安な様子)
C4:わかんないよ
cs: (少し手を遠くにつくのを意識してお手本を見せる)
C4:え?うちのは?(自分のとび前転がどうなっているの
か疑問l乙思う)
CS:OOはさ， (手を前についた前転を見せる)
C4:もっと(手を)前につくの?
cs:だから00のがこうだから(手がつくのが早い前転を
見せて)もうちょっと手のつくのを我慢して(手の位
置が奥の前転を見せる)
C4: (首をかしげながらも少し意識したのか手の位置が少
し奥になる)むずかしい
C4: (もう一度やってみる)
C3: (手の位置をマットを指さして教える)
C4: (手を撮って勢いを付けてから前転し，お民から着地
してしまう)あー もう
cs:勢いをつけろって言っているわけじゃないんだけど，
うーん(アドバイスを考えている様子で7
3時間目の授業の様子では， 1時間目と変わり，
実際にやって見せたり，ペアに動きを見せたりし
ながら学習を進めている。学習カードを見ながら
アドバイスする場面がより少なくなっているが，
学習カードをもとにしたアドバイスや，学習カー
ドの記述を実際にやって見せるという学びが多く
なっている。
しかし，どうすればできるようになるのかのア
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ドパイスを求められた時に答えに困っている様子
から，身嗣句な技能がわかることとできることに
は大きな壁を感じる実践となった。
2つの授業貫録から，できていない部分がわか
るというメタ認知が働いているのではないかと考
えられる。技能を習得する前段階の学習には動き
を文字や絵に表し，視覚化された耕オを使って問
題を捉えるため，学習カードのような文字ヰ蛤で
動作を解説している耕オが有効なのではないかと
考えられる。また，ベアの技能を見てアドバイス
をすることで自分の技の融事にも繋がるのではな
いかと考える。学習が進むにつれて学習カードに
書かれている技能を実際にやって見せることで技
能に対する知識・瑚平が深まっていることが示唆
された。
(2)学習カードの記述から
学習カードへの記述は， i1.できた・できなかっ
たことJi2.ベアからのアドバイス，映像を見て
思ったことJi3.気をつけることができた点，も
っと気をつけたい点Ji4.次回の自分の課題Jと
いう観点、で記述させた。
ある児童の毎時間の振り返りの記述では，開脚
前転の練習中にベアのアドバイスから足が伸びて
いないという課題が発見できた。 2時間目には，
是が伸びていないこともまだ課題として残ったが，
手を遠くにつくという新たな課題も発見できたこ
とが学習カードから読み取れる。 3時間閏になる
ι足を伸ばすことや手を伸ばすという課題が達
成されたのか，もっと美しくしたいという目標に
変容した。
この記述では，アドバイスや自分の練習から課
題を克服していった学びの軌跡がわかる。できた
ことやできなかったことを書き，ベアからのアド
バイスを書くことで，次の課題が発見しやすかっ
たのではないかと考える。今回の学習ではほとん
どのベアが積極的にアドバイスをし合いながら学
習を進めていた様子が見られた。このような様子
から児童は， 1時間の授業のなかで様々な情報を
得て考えながら学習を進めていた。得られた情報
を自分なりに思い出し取捨選択し，自分が大事だ
と考えたことを書いて整理することによって個人
の課題が明確に見えてきたのではないかと考える。
自分の振り返りの記述から次回の課題が設定され
ていくことによって，児童の主榊句な学びが促さ
れることが示唆された。
個人の課題設定が重要になる器械運動では，個
人の振り返りが他の単元よりも重要な位置付けに
なると考えられる。
また単元全体の振り返りで，ある児童の言謎に
は， i最初は00さんに(ベアの名前)厳しく注意
されたけど，最終的にできて良かったです。この
授業で人の話を聞いていると上手くなるんだなとお
もいました。とてもたのしくできました。」とあっ
た。ベアの児童も『とび前転は飛んでいる感覚が
毎回わからなくて不安だったけど， iいいかんじ」
と言われて自信をもってヰサLました。』と記述した。
もう一人の児童は「美しいマット運動は，どうす
ると美しくなれるのかというポイントをみつける
ことができました。練習は，動画を見て，どのよ
うにするといいのかアドバイスポイントを見なが
ら少しでも美しくできるようがんばることができ
ました。」と書かれていた。単元の振り返りの記述
からできないことがわかることで課題が明確にな
り，学習意欲に繋がっているのではないかと考え
られる。また，常にベアが教師役としてアドバイ
スしてくれることも意欲につながり，単元を通し
て積極的に問題解決に向けて意欲的に取り組めた。
また手元に学習カードがあり，ペアからアドバイ
スをもらい，技能が即時フィードパックされると
いう学習環境が児童の学びの意欲を継続させる要
因の一つになったと考えられる。
学習カードの記述から，学習カードをもとに得
たアドバイスなどの様々な情報を自分なりに書い
て整理することが児童の主体的な学習を促す要因
の一つになると考える。また，学習カードに書い
て整理することで，できたことやできないことが
わかるという学習が課題を明確にするという役割
も果たしている。
4 到達点と課題
本研究では，体育の授業における文字による動
作の説明は，目標とする動作と現段階での動作の
誤差を認識し，課題を設定する単元の初期段階に
は有効であると考えた。自分の投能を客観的に捉
え，メタ認知を促すキオ料の一つにもなり得る。さ
らに学習の振り返りを喜いて整理することで課題
が明確になり，単元を通して主制句かっ意欲的に
取り組んでいた。個人技能中心の器械運動では，
耕市の支援が行き届かない場面でも補助耕位し
て役立つ場面が多く見られ，単元の導入段階の l
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時間目の授業では全員が学習カードを見ながらア
ドバイスしている場面が見られた。考えながら技
能を習得していく授業を展開していくための耕才
としての有耕生キ活用方法などの可能性が示唆さ
れた実践となった。しかし，今回の実践では，わ
かることができることにつながっていく場面での
学習カードが有効に活用されている場面は少なか
った。児童の学びが変化していくなかで，学習カ
ードなどの耕作も変化が必要だと考えられる。
また，副読本の表現のままでは伝わりにくい表現
があったことから，学習カードそのものの作りに
ついても課題が残った。目の前の子どもの実態に
合わせた教材の提示が必要である。今後，体育科
授業で使われている教材教具の実態を把握し，主
体的で理解してできる体育授業を目指し，学習カ
ード等の活用をさらに検討していきたv¥
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